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協
会
の
制
度
融
資
が
さ
ら
に
低
利
率
に

が
０
・
　
％
下
が
り
、
新
規
融

１５

資
案
件
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
低

利
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
既
借
入
分
に
つ
い

て
は
前
年
度
と
同
様
の
利
率
に

維
持
さ
れ
る
。（
５
面
参
照
）

　
制
度
融
資
で
毎
年
利
用
が
多

い
の
は
「
新
規
開
業
資
金
」
で
、

次
い
で「
運
転
資
金
」「
設
備
資

金
」
と
な
っ
て
い
る
。
中
で
も

「
新
規
開
業
資
金
」
は
、
新
規
開

業
さ
れ
る
先
生
方
に
低
利
な
利

地
区
懇
談
会
ス
タ
ー
ト

　
 （
下
東
、
西
陣
・
上
東
・
北
） （
２
面
）

保
険
医
新
聞
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
 （
３
面
）

年
末
調
整
と
決
算
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
 （
４
面
）

主な内容

　
京
都
府
保
険

医
協
会
は
会
員

に
低
利
の
制
度

融
資
を
斡
旋
し

て
き
た
。
こ
の

度
、
本
年
　
月
１２

よ
り
こ
の
利
率

率
の
制
度
と
し
て
評
判
の
高
い

も
の
で
あ
る
。

　
現
在
、
全
国
的
に
み
て
も
京

都
市
内
の
開
業
医
数
は
非
常
に

多
く
、
新
規
に
開
業
し
て
順
調

に
増
患
し
、
医
療
経
営
が
安
定

す
る
ま
で
の
期
間
が
長
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
税
理
士
と
の
懇

談
で
も
、
あ
る
程
度
ま
で
の
順

調
な
医
療
経
営
域
に
達
す
る
ま

で
の
期
間
は
、
か
つ
て
は
半
年

と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
最
近
は

数
年
か
か
る
よ
う
な
場
合
も
あ

る
。
一
方
で
、
医
院
設
立
に
か

か
る
コ
ス
ト
が
増
加
し
て
い

る
。
特
に
医
療
器
械
は
、
高
度

に
な
り
、
種
類
も
増
え
て
き
た

こ
と
で
経
営
圧
迫
の
大
き
な
要

因
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
設
備
資
金
や
運
転
資

金
も
か
つ
て
よ
り
確
実
に
増
加

傾
向
に
あ
る
。
協
会
の
制
度
融

資
の
利
率
は
、
他
の
融
資
の
利

率
と
比
較
し
て
も
以
前
か
ら
低

利
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
さ
ら

な
る
引
き
下
げ
で
、
多
く
の
先

生
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
い
る
。

　
協
会
の
融
資
制
度
は
１
９
５

５
年
に
発
足
し
て
か
ら
、
着
実

に
発
展
を
し
て
現
在
に
至
っ
た

も
の
で
あ
り
、
会
員
本
位
の
会

員
の
た
め
の
制
度
と
い
う
変
わ

る
こ
と
の
な
い
信
条
の
基
に
運

営
さ
れ
て
き
た
。
多
く
の
会
員

に
広
く
利
用
さ
れ
て
こ
そ
存
在

感
の
あ
る
制
度
と
な
る
も
の
で

あ
る
。
今
後
も
、
会
員
の
ニ
ー

ズ
に
深
く
関
わ
っ
た
融
資
制
度

の
改
善
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
る
。
協
会
で
は
そ
の

他
、
使
途
を
問
わ
な
い
自
由

い
粉
を
か
け
虱
を
退
治
し
た
。

そ
の
粉
の
名
は
Ｄ
Ｄ
Ｔ
。
大
半

の
日
本
人
が
初
め
て
耳
に
し
た

英
語
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う

か
。
正
式
名
は
英
語
で
　
文
字

３１

に
も
な
る
。
当
時
の
流
行
語
に

も
な
っ
た
。
ギ
ブ
ミ
ー
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
と
い
う
言
葉
よ
り
早
く

知
っ
た
筈
だ
▼
そ
れ
か
ら
　
余
６０

年
。
今
度
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
文

字
が
あ
ち
こ
ち
で
踊
っ
て
い
る
。

英
語
の
頭
文
字
な
の
で
一
般
人

に
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
意
味

を
持
っ
た
漢
字
の
略
語
な
ら
少

し
は
想
像
で
き
る
漢
字
の
素
晴

ら
し
さ
を
改
め
て
思
う
。
ま
し

て
や
我
々
の
医
療
用
語
の
Ｍ
Ｒ

Ｉ
・
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ｄ
・
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
等

は
、
医
療
以
外
の
人
に
は
無
関

係
。
略
語
も
慣
れ
れ
ば
確
か
に

便
利
な
も
の
で
は
あ
る
。
余
談

で
は
あ
る
が
、
今
の
若
い
人
は

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
筆
記
体
は

教
え
て
も
ら
っ
て
い
な
い
ら
し

い
。
必
要
な
い
そ
う
だ
。
こ
れ

は
謎
で
あ
る
▼
ブ
ー
タ
ン
国
王

夫
妻
が
来
日
さ
れ
、
日
本
に
温

か
い
風
を
も
た
ら
し
て
下
さ
っ

た
。
ブ
ー
タ
ン
の
目
標
は
Ｇ
Ｄ

Ｐ
を
上
げ
る
こ
と
で
は
な
く
、

Ｇ
Ｎ
Ｈ（
グ
ロ
ス
　
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ハ
ピ
ネ
ス
）国
民
総
幸
福
量
を

上
げ
る
こ
と
だ
と
い
う
。
山
中

教
授
の
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
が
実
用
化

さ
れ
る
と
新
聞
に
出
て
い
た
。

科
学
の
進
歩
で
、
限
り
な
い
幸

せ
を
追
求
す
る
一
方
で
「
足
る

を
知
る
幸
せ
」
も
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
終
戦
当

時
の
Ｄ
Ｄ
Ｔ
は
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

を
上
げ
て
く
れ
た
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

は
果
た
し
て
Ｇ
Ｎ
Ｈ
を
上
げ
て

く
れ
る
の
か
？
ま
だ
交
渉
参
加

で
は
あ
る
も
の
の
問
題
満
載
の

参
加
表
明
に
な
る
の
か
？
注
視

を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。（
名
）

　
昭
和
　
年
２０

終
戦
の
後
、

日
本
の
子
ど

も
達
の
頭
髪

に
米
兵
が
白

ロ
ー
ン
、
提
携
住
宅
ロ
ー
ン
も

取
り
扱
っ
て
い
る
。
融
資
制
度

の
利
用
を
考
え
て
お
ら
れ
る
方

は
協
会
経
営
部
会
に
お
気
軽
に

ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

　
経
営
部
会
は
現
在
、
す
で
に

開
業
し
て
い
る
医
師
を
は
じ

め
、
税
理
士
、
雇
用
問
題
、
建

築
関
係
な
ど
の
専
門
家
の
方
々

と
幅
広
く
意
見
交
換
し
、「
成

功
す
る
医
院
の
開
業
」
の
た
め

の
新
規
開
業
者
の
支
援
を
企
画

中
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
際
の

準
備
と
要
す
る
期
間
、
資
金
調

達
、
医
療
器
械
選
定
、
ス
タ
ッ

フ
の
募
集
方
法
、
広
告
方
法
な

ど
種
々
の
面
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

を
視
野
に
い
れ
た
も
の
と
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
保
険
医
協
会
は
　
月
　
日
、
京
都
府
理
学
療
法
士
会
ら
三
療
法
士
会
と
共
同
で
、
９
月

１１

１８

に
ま
と
め
た
「
リ
ハ
ビ
リ
制
度
の
あ
り
方
（
提
言
）」
を
基
に
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
　
月
５
日
付
全
会
員
に
本
紙
同
封
）
を
用
い
て
、
厚
生
労
働
省
政
務
三
役
及
び
民
主
党
本

１１部
に
対
し
、
リ
ハ
ビ
リ
制
度
の
根
本
的
な
改
善
を
求
め
要
請
行
動
を
行
っ
た
。
協
会
か
ら

は
、
垣
田
さ
ち
子
副
理
事
長
ら
が
出
席
。
京
都
府
作
業
療
法
士
会
か
ら
も
保
険
担
当
理
事

ら
が
参
加
し
た
。

　
厚
生
労
働
省
へ
の
要
請
で

は
、
厚
労
省
政
務
三
役
と
し

て
、
藤
田
一
枝
政
務
官
（
衆
議

院
議
員
・
福
岡
三
区
）
が
対
応
。

保
険
局
医
療
課
及
び
老
健
局
老

人
保
健
課
の
担
当
職
員
２
人
も

同
席
し
た
。
個
別
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
医
療
で
の
給
付

貫
徹
、
算
定
日
数
上
限
の
撤

廃
、
リ
ハ
ビ
リ
前
診
察
の
柔
軟

対
応
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
資
源
の
拡
大
―
な
ど
、

リ
ハ
ビ
リ
難
民
を
生
み
出
し
て

し
ま
う
現
行
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
制
度
改
善
の
必
要
性
を

訴
え
た
。
藤
田
政
務
官
は
、
こ

う
し
た
訴
え
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
、「
こ
れ
か
ら
の
議
論
で
あ

り
、
要
望
と
し
て
受
け
止
め
た

い
。
医
療
・
介
護
の
連
携
が
き

ち
っ
と
で
き
る
よ
う
に
と
の
要

求
は
高
ま
っ
て
い
る
。
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性

も
再
認
識
で
き
た
」
と
述
べ

た
。
　
民
主
党
本
部
に
対
す
る
要
請

で
は
、 柚
  木
 道
義
党
副
幹
事
長

ゆ
の
 き

（
衆
議
院
議
員
・
岡
山
四
区
・
民

主
党
厚
生
労
働
部
門
医
療
・
介

護
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
座
長
）

が
対
応
。
参
議
院
議
員
京
都
選

挙
区
の
福
山
哲
郎
議
員
も
同
席

し
た
。
必
要
な
患
者
に
必
要
な

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
制
度
改
善
を
求
め

た
と
こ
ろ
、
柚
木
副
幹
事
長

は
、「
同
時
改
定
で
あ
り
、
医
療

と
介
護
の
給
付
の
整
合
性
を
ど

う
と
る
か
、
全
体
の
垣
根
を
取

り
払
う
部
分
も
議
論
し
た
い
。

算
定
上
限
日
数
廃
止
に
つ
い
て

は
、
術
後
・
予
後
の
担
保
も
な

く
、
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
だ
け

が
あ
る
こ
と
は
問
題
と
考
え

る
。
膨
大
な
必
要
書
類
に
つ
い

て
も
議
論
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
他
の
論
点
も
既
に
承
知
し
て

い
る
。
提
言
を
ど
こ
ま
で
党
の

議
論
に
反
映
で
き
る
か
は
わ
か

ら
な
い
が
、
在
宅
療
養
が
可
能

と
な
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

　
さ
ら
に
、
京
都
選
出
の
衆
参

国
会
議
員
の
事
務
所
を
訪
問
。

リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手

渡
す
な
ど
し
、
制
度
改
善
の
必

要
性
へ
の
理
解
を
求
め
た
。
井

上
哲
士
参
議
院
議
員（
共
産
党
）

に
直
接
面
会
す
る
こ
と
が
で
き

た
ほ
か
、
阿
部
知
子
衆
議
院
議

員
（
厚
生
労
働
委
員
会
委
員
、

社
民
党
）
と
も
懇
談
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
リ
ハ
ビ
リ
制
度
の

問
題
に
限
ら
ず
、
療
法
士
に
占

め
る
女
性
の
割
合
が
上
昇
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
結
婚
・
育
児

を
挟
ん
で
も
仕
事
が
続
け
ら
れ

た
り
、
容
易
に
復
職
で
き
た
り

す
る
環
境
整
備
の
必
要
性
を
訴

え
た
ほ
か
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
医
療
の

問
題
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
す

る
な
ど
し
た
。

　「
世
界
標
準
の
ワ
ク
チ
ン
を

希
望
す
る
す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
　
月
１１

　
日
、
東
京
都
内
に
お
い
て
２

１００
１
１
ワ
ク
チ
ン
デ
モ
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、

去
年
に
引
き
続
き
２
回
目
と
な

る
。
最
近
で
は
、
任
意
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
が
重
い
負
担
と

な
り
、
子
ど
も
に
接
種
を
受
け

さ
せ
ら
れ
な
い
若
い
子
育
て
世

代
が
増
加
。
ま
た
、
地
域
格
差

や
情
報
格
差
に
よ
り
ワ
ク
チ
ン

情
報
を
得
ら
れ
な
い
と
い
う
事

態
も
発
生
し
て
い
る
。
こ
う

い
っ
た
事
態
を
打
開
し
、
す
べ

て
の
子
ど
も
た
ち
の
健
康
と
命

を
守
り
た
い
と
い
う
思
い
で
集

ま
っ
た
有
志
に
よ
っ
て
、
２
０

１
１
ワ
ク
チ
ン
デ
モ
が
取
り
組

ま
れ
た
。
参
加
は
約
１
０
０

人
。

　「
細
菌
性
髄
膜
炎
か
ら
子
ど

も
た
ち
を
守
る
会
」「
ポ
リ
オ

の
会
」「
Ｖ
Ｐ
Ｄ
を
知
っ
て
、

子
ど
も
を
守
ろ
う
。
の
会
」

「
ム
コ
多
糖
症
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」な
ど
、　
の
患
者
団
体

１５

と
東
京
・
東
京
歯
科
・
青
森
・
千

葉
・
京
都
の
各
協
会
、ま
た
中
野

区
医
師
会
が
賛
同
し
、
六
本
木

の
三
河
台
公
園
に
集
合
し
た
。

　
デ
モ
行
進
前
の
集
会
で
は
、

各
患
者
団
体
の
代
表
が
、
日
本

の
ワ
ク
チ
ン
行
政
の
遅
れ
で
、

「
助
け
ら
れ
る
命
が
助
け
ら
れ

な
い
」
と
い
う
悲

痛
な
思
い
を
訴
え

た
。
　
そ
の
後
、
三
河

台
公
園
か
ら
外
堀

通
り
、
虎
ノ
門
、

霞
が
関
を
経
て
、

日
比
谷
公
園
ま
で

の
約
２
キ
ロ
の

コ
ー
ス
を
行
進
し

た
。
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
で
は
「
ワ

ク
チ
ン
ギ
ャ
ッ
プ

を
解
消
せ
よ
！
」

「
定
期
接
種
ま
で

は
費
用
助
成
制
度

を
継
続
せ
よ
！
」

「
希
望
す
る
す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
に
世
界
標
準
の
ワ
ク
チ
ン

を
届
け
よ
う
！
」
の
他
に
「
不

活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
早
期

承
認
せ
よ
！
」「
ワ
ク
チ
ン
接

種
で
麻
疹
は
撲
滅
だ
！
」「
水

痘
、
お
た
ふ
く
も
定
期
接
種
に

い
れ
よ
！
」
な
ど
、
患
者
団
体

の
切
実
な
声
が
響
き
渡
っ
た
。

　
当
日
、
マ
ス
コ
ミ
も
数
多
く

集
ま
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
、

テ
レ
ビ
東
京
、毎
日
放
送
、読
売

テ
レ
ビ
な
ど
、　
社
が
デ
モ
行

１０

進
の
様
子
を
取
材
。
日
比
谷
公

園
で
解
散
し
た
後
に
は
、
実
行

委
員
会
や
各
団
体
に
対
し
て
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
た
。

　
デ
モ
終
了
後
は
賛
同
団
体
の

各
代
表
が
小
宮
山
洋
子
大
臣
を

訪
ね
、
細
菌
性
髄
膜
炎
を
予
防

す
る
ワ
ク
チ
ン
の
一
日
も
早
い

定
期
接
種
化
と
、
そ
れ
ま
で
の

間
の
費
用
助
成
継
続
を
要
請
し

た
。
小
宮
山
大
臣
は
、「
ワ
ク

チ
ン
の
定
期
接
種
化
ま
で
は
、

現
行
の
基
金
で
対
応
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
」
と
回
答
。
２

０
１
２
年
度
以
降
も
引
き
続
き

助
成
制
度
は
実
施
す
る
予
定

で
、
変
更
が
な
い
と
の
見
解
を

示
し
た
。

（
上
）デ
モ
を
行
う
参
加
者
、（
下
）小
宮
山
大
臣
に
要
請
（
千
葉
協
会
提
供
）

（
写
真
上
の
右
）藤
田
一

枝
政
務
官
、（
中
、右
か

ら
）福
山
哲
郎
議
員
、柚

木
道
義
議
員
、（
下
、右

か
ら
）井
上
哲
士
議
員
、

阿
部
知
子
議
員

子どもたちにワクチンを
小宮山厚労大臣に要請も

東 京 で
２０１１デモ

リ
ハ
ビ
リ
制
度
の
改
善
求
め
る

厚
労
省
政
務
三
役
、民
主
党
本
部
に
要

厚
労
省
政
務
三
役
、民
主
党
本
部
に
要
請請
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域
育

違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違

　協会は10月12日、下京東部医師会との懇談を皮きりに各地区医師会との懇談会
をスタートした。本年度の協会からのテーマは①社会保障・税一体改革成案につ
いて②2012年度診療報酬・介護報酬同時改定を巡る動きについて。今後開催予定
の懇談会についても的確かつ会員にとって有意義な情報を提供していく。なお、
今年度より新たな試みとして懇談会終了後に「『指導』情報交換会」を開催し、
昨今の京都における個別指導等の実施状況や指摘事項等の資料を参考に意見交換
を行いたいと考えている。できるだけ多くの会員にご参加いただき、忌憚なきご
意見を伺いたい。
※「『指導』情報交換会」については、希望する地区医師会のみの開催となります。

　
協
会
は
　
月
　
日
、
下
京
東

１０

１２

部
医
師
会
と
の
懇
談
会
を
開

催
。
地
区
か
ら
　
人
、
協
会
か

１５

ら
６
人
が
出
席
し
た
。
懇
談
会

は
下
京
東
部
医
師
会
・
岡
本
行

功
庶
務
担
当
理
事
の
司
会
で
進

行
。
　
垣
田
時
雄
会
長
か
ら
「
保
険

医
協
会
は
身
近
で
、
日
常
診
療

な
ど
色
々
な
こ
と
で
頼
り
に
し

て
い
る
。
本
日
も
テ
ー
マ
に

そ
っ
て
最
新
情
報
を
お
聞
か
せ

願
い
、
意
見
交
換
し
た
い
。
短

い
時
間
で
あ
る
が
実
り
多
き
懇

談
会
と
し
た
い
」
と
挨
拶
が
あ

り
、
そ
れ
を
受
け
て
関
理
事
長

が
挨
拶
、
続
い
て
協
会
か
ら
は

最
新
情
勢
や
「
社
会
保
障
・
税

の
一
体
改
革
成
案
」「
２
０
１

２
年
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
同

時
改
定
を
巡
る
動
き
」
に
つ
い

て
情
報
を
提
供
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
政
府
は
社

会
保
障
改
革
の
財
源
を
消
費
税

に
求
め
て
い
る
が
、
協
会
は
政

府
に
そ
れ
以
外
の
財
源
を
求
め

て
い
な
い
の
か
。
ま
た
無
駄
を

洗
い
出
す
た
め
に
厚
労
省
に
資

料
提
供
す
る
こ
と
を
提
案
し
て

ほ
し
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。
協
会
は
説
得
力
の
あ
る
提

案
を
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
で

あ
り
、
気
に
な
る
事
業
項
目
の

洗
い
出
し
に
つ
い
て
は
、
京
都

選
出
の
議
員
の
方
々
に
資
料
請

求
の
お
願
い
を
し
た
い
と
述
べ

た
。
　
ま
た
地
区
か
ら
、
２
０
１
２

年
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
同
時

改
定
で
は
、
開
業
医
に
は
ほ
と

ん
ど
期
待
で
き
な
い
内
容
だ
。

在
宅
医
療
を
行
う
上
で
受
皿
の

基
盤
が
な
い
し
、
在
宅
を
進
め

る
上
で
の
患
者
・
家
族
の
受
入

れ
体
制
に
も
課
題
は

多
い
。
中
医
協
な
ど

で
議
論
が
先
行
し
て

開
業
医
は
置
き
去
り

に
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
感
が
あ
る
。
協
会

は
医
療
・
介
護
・
在

宅
に
関
し
て
ど
の
よ

う
な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
も
っ
て
い
る

の
か
と
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ

た
。
協
会
は
国
が
進
め
る
地
域

包
括
ケ
ア
は
、
ま
ず
自
助
そ
の

次
に
互
助
・
共
助
と
い
う
お
互

い
の
助
け
合
い
を
優
先
さ
せ
、

公
的
責
任
を
後
回
し
に
す
る
姿

勢
が
明
確
で
あ
る
。
自
分
た
ち

で
支
え
合
お
う
と
し
て
も
医
療

の
範
疇
を
超
え
て
い
る
こ
と
が

多
々
あ
る
。
在
宅
を
熱
心
に
行

え
ば
行
う
ほ
ど
悩
み
も
多
い
。

ま
ず
は
実
態
を
知
ら
せ
、
国
と

自
治
体
の
役
割
を
再
生
さ
せ
る

ケ
ア
体
制
が
必
要
と
訴
え
た

い
。　
月
　
日
に
は
第
２
弾
の

１２

１７

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
３
面
参
照
）の
開
催
を
計
画
し

て
い
て
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん

だ
方
向
性
を
示
し
た
い
、
と
回

答
し
た
。

　
そ
の
他
、
消
費
税
が
引
き
上

げ
ら
れ
た
場
合
、
医
療
に
関
わ

る
消
費
税
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
べ
き
か
と
の
問
い
に
は
、
医

療
に
対
す
る
課
税
に
反
対
し
、

患
者
に
消
費
税
負
担
を
求
め

ず
、
医
療
機
関
に
損
税
が
発
生

し
な
い
「
ゼ
ロ
税
率
」
適
用
が

一
番
合
理
的
と
考
え
て
お
り
、

今
後
も
継
続
し
て
要
請
し
て
い

き
た
い
と
述
べ
た
。

　
懇
談
会
終
了
後
、「『
指
導
』

情
報
交
換
会
」
を
開
催
。
保
険

医
に
対
す
る
行
政
指
導
、
特
に

個
別
指
導
の
概
要
を
中
心
に
、

京
都
に
お
け
る
実
態
や
近
畿
厚

生
局
へ
の
移
管
後
の
変
化
に
つ

い
て
解
説
し
た
。
ま
た
、
個
別

指
導
指
摘
事
項
の
中
か
ら
、
日

常
の
留
意
点
を
明
ら
か
に
し
、

協
会
で
は
個
別
指
導
の
実
施
の

有
無
に
関
係
な
く
、
医
療
機
関

で
自
主
的
に
行
う
点
検
な
ど
に

も
協
力
し
て
い
る
と
紹
介
し

た
。
　
最
後
に
中
西
重
雄
副
会
長
か

ら
閉
会
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

　
協
会
は
　
月
　
日
、
西
陣
・

１０

２７

上
京
東
部
・
京
都
北
医
師
会
と

の
懇
談
会
を
開
催
。
地
区
か
ら

　
人
、
協
会
か
ら
６
人
が
出
席

１６し
、
西
陣
医
師
会
・
林
鐘
声
副

会
長
の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。

西
陣
医
師
会
・
杉
山
イ
タ
ル
会

長
は
、「
近
年
日
増
し
に
一
人

で
は
対
処
で
き
な
い
よ
う
な
難

問
が
続
出
し
、
昔
に
比
べ
医
師

の
裁
量
権
が
縮
小
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
る
。
医
療
に
対
す

る
無
知
、
誤
解
に
対
し
て
医
療

側
か
ら
正
し
い
発
信
を
す
る
こ

と
は
大
切
で
あ
り
、
保
険
医
協

会
の
仕
事
の
重
要
な
部
分
で
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。
協
会
と
３

地
区
医
師
会
と
の
文
字
通
り
打

ち
解
け
て
話
す
場
と
し
た
い
」

と
挨
拶
を
行
っ
た
。
続
い
て
協

会
か
ら
関
理
事
長
挨
拶
の
後
、

「
社
会
保
障
・
税
の
一
体
改
革
成

案
」「
２
０
１
２
年
診
療
報
酬
・

介
護
報
酬
同
時
改
定
を
巡
る
動

き
」
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
地
区
よ
り
、

「
高
額
療
養
費
の
軽
減
と
い
う

大
き
な
餌
を
与
え
て
お
い
て
、

財
源
が
な
い
た
め
に
定
額
負
担

を
導
入
す
る
の
は
卑
怯
と
い
う

意
見
が
出
て
い
る
が
、
協
会
は

財
源
と
し
て
何
を
考
え
、
ど
う

し
て
い
け
ば
良
い
と
考
え
て
い

る
の
か
」
と
の
質
問
が
出
さ
れ

た
。
協
会
か
ら
は
、「
窓
口
負

担
の
ア
ッ
プ
に
は
反
対
で
あ

り
、
所
得
制
限
の
上
限
を
上

げ
、
保
険
料
徴
収
を
増
や
す
べ

き
だ
。
消
費
税
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
協
会
と
し
て
一
致
し
た
見

解
を
出
せ
て
い
な
い
。
受
診
時

定
額
負
担
に
つ
い
て
は
、
年
間

の
歯
科
を
含
む
外
来
の
受
診
日

数
が
　
億
日
（
実
日
数
）×  
１

２０

０
０
円
＝
２
０
０
０
億
円
に
加

え
、
患
者
の
受
診
抑
制
に
よ
る

長
瀬
効
果
の
２
０
０
０
億
で
計

４
０
０
０
億
円
の
医
療
費
削
減

と
政
府
は
計
算
済
み
で
あ
り
問

題
で
あ
る
。
一
体
改
革
は
、
高

度
急
性
期
病
院
と
介
護
が
重
点

的
に
記
載
さ
れ
、
開
業
医
お
よ

び
診
療
所
の
役
割
が

曖
昧
で
見
え
な
い
。

中
医
協
論
議
を
見
る

と
、
国
は
大
病
院
の

外
来
患
者
数
の
半
分

を
診
療
所
へ
シ
フ
ト

さ
せ
よ
う
と
真
剣
に

考
え
て
い
る
。
病
院

の
外
来
収
入
減
を
担

保
す
る
シ
ス
テ
ム
が

で
き
れ
ば
、
両
方
が
う
ま
く
い

く
の
で
注
目
し
て
い
る
」
と
回

答
し
た
。

　
次
に
、　
年
の
同
時
改
定
を

１２

巡
る
動
き
に
関
し
て
は
、
地
区

よ
り
「
前
改
定
の
大
病
院
志
向

が
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
る
の

か
。
開
業
医
の
再
診
料
や
地
域

医
療
貢
献
加
算
は
ど
う
な
る
の

か
」
と
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

協
会
か
ら
は
、「
今
改
定
は
在

宅
医
療
と
介
護
へ
の
流
れ
に

な
っ
て
い
る
。
地
域
医
療
貢
献

加
算
が
、
来
年
４
月
に
継
続
実

施
さ
れ
る
か
は
検
討
中
だ
。
中

医
協
の
検
討
で
は
、
再
診
料
、

外
来
管
理
加
算
に
つ
い
て
は
積

極
的
に
手
を
つ
け
る
声
は
聞
こ

え
な
い
。
外
来
管
理
加
算
は
、

丁
寧
な
問
診
や
カ
ル
テ
記
載
の

要
件
に
よ
っ
て
算
定
抑
制
が
効

い
て
い
る
の
で
、
こ
の
ま
ま
の

状
態
で
い
く
よ
う
だ
。
し
か

し
、
前
回
の
二
の
舞
と
な
ら
ぬ

よ
う
、
予
断
を
許
さ
ず
動
向
を

注
視
し
た
い
」
と
回
答
し
た
。

　
ま
た
地
区
か
ら
は
、「
中
小

病
院
に
関
し
て
は
、
献
身
的
な

医
療
が
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で

成
り
立
っ
て
い
る
が
、
マ
ス
コ

ミ
に
は
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ

な
い
。
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ら
れ

る
の
は
、
大
病
院
と
在
宅
の
両

極
端
で
、
中
間
的
な
と
こ
ろ
が

日
本
の
医
療
を
支
え
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
な
い
。
マ
ス

コ
ミ
、
府
医
、
協
会
に
は
、
国

民
へ
の
分
か
り
易
い
し
く
み
や

方
向
性
の
ア
ピ
ー
ル
の
方
法
を

考
え
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
要

望
が
出
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
、
医
療
に
対
す
る
ゼ

ロ
税
率
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
推

進
、
施
設
事
故
に
対
す
る
協
会

処
理
室
会
の
対
応
、
た
ば
こ
税

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

　
最
後
に
、
京
都
北
医
師
会
・

加
藤
賀
千
雄
会
長
は
閉
会
挨
拶

の
中
で
、
懇
談
会
で
の
意
見
交

換
を
受
け
、「
直
接
地
域
で
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
中
小
病
院

の
献
身
的
な
働
き
や
そ
の
コ
ス

ト
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
は

あ
ま
り
広
報
さ
れ
て
お
ら
ず
、

地
区
医
師
会
や
協
会
の
役
割
で

は
な
い
か
と
反
省
し
た
」
と
述

べ
た
。

　
な
お
、
懇
談
会
終
了
後
の

「『
指
導
』
情
報
交
換
会
」
に
は
、

地
区
よ
り
　
人
の
参
加
が
あ
っ

１２

た
。

　
人
が
出
席
し
て
開

２１か
れ
た
下
京
東
部
医

師
会
と
の
懇
談
会

　
人
が
出
席
し
て
開
か

２２れ
た
西
陣・
上
東
・
北
医

師
会
と
の
懇
談
会

　伏　見
 日　時　１２月１２日（月）
  懇談：午後２時～３時３０分
  「指導」情報交換会：午後３時３０分～４時
 場　所　伏見医師会館

　乙　訓
 日　時　１２月１９日（月）
  懇談：午後２時～３時３０分
  「指導」情報交換会：午後３時３０分～４時
 場　所　乙訓医師会事務所

　宇治久世
 日　時　２０１２年１月１１日（水）
  懇談：午後２時３０分～３時３０分
  「指導」情報交換会：午後３時３０分～４時
 場　所　うじ安心館３F大会議室

地
区
医
師
会
と
の
懇
談
会
当面当面のの
予予定定

　最近、医療機関への労働基準監督署の調査が増え、是正勧
告を受ける割合が高くなっています。本講習会では雇用契約
の交わし方、パート職員への有休休暇の付与の仕方、就業規
則の作成方法や残業計算の方法等、院長先生が知っておかな
ければならない最低限の労働法規と実務について解説しま
す。講師には、保団連発行『医院経営と雇用管理』の全体監
修者でもある桂好志郎社会保険労務士をお招きします。参加
申込みは、電話またはＦＡＸにて協会・経営部会まで。
　日　時　12月８日（木）午後２時～４時
　場　所　京都府保険医協会・会議室
　講　師　桂労務社会保険総合事務所所長　桂　好志郎 社会保険労務士
　参加費　無料
　協　賛　（有）アミス

　京都府保険医協会は第182回定時代議員会を開催します。代議員の方はぜひご出
席下さい。代議員が欠席の場合は、予備代議員の出席をお願いします。
　また、京都府保険医協会議事規定第４章第21条により、代議員が議案を提出され
る場合は、同規定に定められた手続きでご提出下
さい。議案書は代議員会開催前に先生のお手元に
届くよう準備中です。
　日　時　2012年１月26日（木）
　　　　　午後２時15分～４時
　場　所　ビル葆光（ビルホーコー）
　　　　　（京都市中京区室町通御池南西角）
　議　題　①2011年度上半期活動報告
　　　　　②2011年度下半期重点活動計画
　　　　　③決議採択、等

第182回 定時代議員会医院のための雇用管理講習会のご案内知っておきたい

社
会
保
障
改
革
の
財
源
等
で
意
見
交
換

下
京
東
部
医
師
会
と
懇

下
京
東
部
医
師
会
と
懇
談談

　
月
　
日
　
ホ
テ
ル
日
航
プ
リ
ン
セ
ス
京
都

１０

１２

受
診
時
定
額
負
担
の
問
題
で
意
見
交
換

西西
陣陣
・・
上上
東東
・・
北
医
師
会
と
懇

北
医
師
会
と
懇
談談

　
月
　
日
　
京
都
府
保
険
医
協
会
会
議
室

１０

２７

「指導」問題の情報交換会も開催

地区との懇談スター地区との懇談スタートト

当日、販売もします（１０００円）
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保
険
医
新
聞
等
に
関
し

保
険
医
新
聞
等
に
関
し
てて

実
施
＝
２
０
１
１
年
９
月

対
象
者
＝
京
都
府
保
険
医
協
会
代
議
員
　
人
９５

代議員月例
アンケート円

回
答
数
＝
　
人
３８

　
　
　
　（
回
答
率
　
％
）

４０

　
近
年
、
京
都
保
険
医
新
聞
は
発
行
間
隔
や
発
送
方

法
、
書
体
の
変
更
な
ど
大
き
な
変
更
を
経
て
き
て
い

る
。
こ
の
機
会
に
、
他
の
定
期
出
版
物
も
併
せ
て
会
員

の
意
識
や
要
望
を
伺
っ
た
。
関
連
し
て
会
員
が
ど
う
い

う
方
法
で
情
報
収
集
し
て
い
る
の
か
、
協
会
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
に
つ
い
て
も
質
問
し
た
。

新
聞
書
体
の
変
更
は
評
価

　
京
都
保
険
医
新
聞
を
よ
り
読

み
や
す
く
す
る
た
め
、
４
月
か

ら
本
文
書
体
を
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
に
変
更
し
、
文
字
数

は
変
え
ず
に
若
干
大
き
く
し

た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「
読
み
や
す
く
な
っ
た
」
が
　５３

％
、「
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
」
が

　
％
。
一
方
、「（
文
字
数
を
減

３４ら
し
て
で
も
）
も
っ
と
大
き
く

す
べ
き
」
と
い
う
意
見
も
８
％

あ
り
、
継
続
し
て
検
討
す
べ
き

課
題
と
し
て
残
っ
た
。（
図
１
）

発
行
間
隔
は
概
ね
妥
当

　
新
聞
の
発
行
間
隔
に
つ
い

て
、
昨
年
９
月
よ
り
毎
週
月
曜

発
行
（
最
終
週
の
み
メ
デ
ィ

ペ
ー
パ
ー
）
か
ら
５
日
・
　
日
２０

は
新
聞
、　
日
は
メ
デ
ィ
ペ
ー

２５

パ
ー
に
変
更
し
て
い
る
。
新
聞

の
月
２
回
と
い
う
発
行
頻
度
に

つ
い
て
は
、「
ち
ょ
う
ど
良
い
」

が
　
％
、「
多
く
て
見
き
れ
な

６６

い
」
が
　
％
。「
も
の
足
り
な

２６

い
」
と
い
う
意
見
は
ゼ
ロ
で

あ
っ
た
。（
図
２
）

約
８
割
が
新
聞
を
読
む

　
新
聞
等
の
発
送
に
つ
い
て
、

経
費
削
減
の
た
め
５
月
よ
り

「
全
国
保
険
医
新
聞
」
や
「
月
刊

保
団
連
」
も
同
封
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
読
ま
れ
方
に
つ
い

て
き
い
た
と
こ
ろ
、「
京
都
保

険
医
新
聞
」
に
つ
い
て
は
「
毎

回
読
む
」
が
　
％
、「
た
ま
に
読

４５

む
」
が
　
％
で
、「
読
ま
な
い
」

３４

は
　
％
あ
っ
た
。
読
ま
な
い
理

１６
由
は
「
診
療
等
で
多
忙
」
が
挙

が
っ
て
い
る
。「
グ
リ
ー
ン
ペ
ー

パ
ー
」も
ほ
ぼ
同
率
。「
メ
デ
ィ

ペ
ー
パ
ー
」
は
資
料
的
な
性
格

の
た
め
か
「
毎
回
読
む
」
と

「
た
ま
に
読
む
」
の
比
率
が
逆

転
。「
全
国
保
険
医
新
聞
」
は

「
読
ま
な
い
」が
若
干
高
い
比
率

と
な
っ
た
。（
図
３
）

診
療
関
係
の
記
事
に
関
心

　
京
都
保
険
医
新
聞
の
掲
載
記

事
ご
と
の
読
ま
れ
方
を
き
い
た

と
こ
ろ
、「
保
険
診
療
Ｑ
＆
Ａ
」

や
保
険
請
求
、
指
導
・
監
査
問

題
に
関
す
る
記
事
、
次
い
で
医

療
安
全
に
関
す
る
記
事
が
よ
く

読
ま
れ
て
お
り
、
日
常
診
療
に

直
接
関
わ
る
記
事
へ
の
関
心
が

高
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
ま
た
、
最
近
の
記
事
で
最
も

興
味
を
引
い
た
も
の
に
つ
い
て

き
い
た
と
こ
ろ
、
回
答
し
た
３

人
の
う
ち
２
人
が
、
当
時
連
載

中
の
「
占
領
下
の
『
綜
合
原
爆

展
』」を
あ
げ
た
。
残
る
１
人
は

「
主
張
・
情
勢
」を
あ
げ
た
。（
図

４
）ネ

ッ
ト
情
報
入
手
は
半
数

　
医
療
情
勢
・
診
療
情
報
な
ど

の
入
手
方
法
に
つ
い
て
複
数
回

答
で
き
い
た
と
こ
ろ
、「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
」
を
あ
げ
た
の
は

　
人
と
半
数
以
下
で
、「
紙
媒

１８体
」や
「
口
伝
え
」
が
依
然
高
い

（
図
５
）。
よ
く
利
用
す
る
サ
イ

ト
は
、「m

3.co

 
    m  
」「M

T
P
ro

 
 
 
  」

「
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
オ
ン
ラ
イ

ン
」「C

areN
et.co

 
    
     m  
」。
紙

媒
体
で
は
、「
日
経
メ
デ
ィ
カ

ル
」「
京
都
医
報
」、
協
会
紙
が

あ
げ
ら
れ
た
。

協
会
サ
イ
ト
の
利
用
状
況

　
新
聞
、
メ
デ
ィ
ペ
ー
パ
ー
、

グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
と
も
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
保
険
医
専

用
サ
イ
ト
）
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

か
ら
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
こ
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
「
利
用
し
た
こ
と

が
あ
る
」
は
　
％
、「
今
後
利
用

２４

し
た
い
」は
　
％
。「
利
用
し
な

３７

い
」
も
　
％
に
の
ぼ
っ
た
。（
図

３４

６
）自

由
意
見
か
ら

　
今
後
、
取
り
上
げ
て
ほ
し
い

記
事
や
紙
面
へ
の
注
文
を
自
由

筆
記
で
き
い
た
と
こ
ろ
、
記
載

が
あ
っ
た
の
は
以
下
の
四
つ
。

　「
レ
セ
プ
ト
請
求
の
仕
方
等

で
問
題
に
な
っ
て
い
る
点
」

　「
開
業
医
に
な
っ
て
　
年
目

２４

を
迎
え
る
の
で
す
が
、
開
業
当

初
は
手
書
き
レ
セ
プ
ト
、
携
帯

電
話
も
パ
ソ
コ
ン
も
な
く
、
地

区
の
事
務
局
も
な
く
、
手
作
り

の
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
し

た
。
今
日
、
便
利
な
時
代
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
開

業
医
の
雑
務
が
増
え

る
一
方
で
、
目
の
前

の
患
者
の
診
療
だ
け

に
集
中
し
て
落
ち
つ

い
た
医
師
の
暮
ら
し

が
で
き
る
環
境
を
取

り
戻
し
た
い
」

　「
今
後
も
会
員
の

疑
問
や
不
安
を
先
取

り
し
て
特
集
を
組
ん

で
ほ
し
い
。
府
医
の

や
っ
て
お
ら
れ
る
こ

と
の
盲
点
や
隙
を
埋

め
る
視
点
を
持
つ
活

動
で
頑
張
っ
て
下
さ

い
」
　「
記
事
の
内
容
は

良
い
の
で
す
が
、
活

字
が
小
さ
く
て
読
み

づ
ら
い
。
せ
め
て
保

団
連
新
聞
並
み
の
活

字
に
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
」

第６４３回社会保険研究会「最近の画像診断の進歩」
　講　師　地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院
　　　　　放射線科部長　早川 克己 氏
　日　時　２０１２年１月２８日（土）午後２時～４時
　場　所　京都府保険医協会　会議室
　主　催　京都府保険医協会

※参加は無料。事前の申し込みは不要です。日医生涯教育講
座対象の研究会です。

京都市
中央図書館

円町駅

二条駅

西大路三条駅

西大路御池駅

JR嵯峨野線

地下鉄東西線

京福電鉄
至 京都駅至 四条大宮

京都
アスニー

二
条
駅

七
本
松
通

西
大
路
通

千
本
通

二
条
城

丸太町通

御池通

三条通

Ｎ

知っておきたいシリーズ

「公費負担医療」・「保険基礎知識」説明会
　京都府独自の福祉医療制度を中心に､公費負担医療の基礎的事項を分
かりやすく解説します。説明会のテキストは、『公費負担医療等の手引
（２０１１年１１月版）』です。１１月１８日より順次発送（会員の先生方には１冊
無料で送付）していますのでぜひご活用下さい。複数冊ご入り用の場合
は、１冊３,０００円で販売します。
　参加、冊子の追加購入をご希望の方は、グリーンペーパー１０月号Ｐ５８
の申込用紙をFAXして下さい。参加費は無料です。
①福知山会場
　日程：１２月１０日（土）午後２時～５時１０分
　会場：福知山中央保健福祉センター
　　　　福知山市字天田（北本町二区）３５崖 １
　　　　緯０７７３ 崖 ２３ 崖 ２７８８
　共催：社団法人福知山医師会
②舞鶴会場
　日程：１２月１１日（日）午前９時～１２時１０分
　会場：舞鶴西総合会館　林業センター
　　　　舞鶴市字南田辺１番地　緯０７７３ 崖 ７５ 崖 ２２５０
　共催：社団法人舞鶴医師会

③京都市会場（「公費」のみ説明）
　日程：１２月１４日（水）午後２時～４時
　会場：京都府保険医協会　会議室
④京都市会場（「公費」のみ説明）
　日程：１２月１５日（木）午後２時～４時
　会場：京都府保険医協会　会議室

※①②は若干の駐車場がありますが、
③④は駐車場がありません。できる限
り公共交通機関をご利用ください。
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　青色申告者が適用することができる特別償却等は次の
とおりである。その選択にあたっては、その可否を検討
し、特別償却等を適用する必要がある。

「医療用機器等（新品）の特別償却（措置法１２条の２）」
　取得価額５００万円以上（消費税込）の医療用機器や医
療の安全の確保するための機器、新型インフルエンザに
係る医療の提供を目的とする病床の確保するための機器
を取得し事業に使用した場合には、普通償却費とは別に
取得価額の１２％（改正前１４％）・安全確保機器１６％（改
正前２０％）・新型インフルエンザ機器―（改正前２０％）
を特別償却することができる。
　平成２０年４月１日以後締結した所有権移転外リース契
約については、特別償却制度の適用を受けることができ
ない。
　（注）平成２１年４月１日以降取得等した医療機器は厚生
労働大臣が指定したものが対象とされる。
　平成２３年６月３０日以後取得等する心電図・顕微鏡・生
体情報モニター連動ナースコール制御機・注射薬自動払
出機・医療情報読取照合装置・特殊寝台・新型インフル
エンザ機器については、平成２３年税法改正により、特別
償却の対象機器から除外された。なお、平成２３年６月２９
日以前に取得等したものは従前のとおり特別償却の対象
機器とされる。
　特別償却率の引き下げについては、平成２３年６月３０日
以後に取得等するものに適用され、平成２３年６月２９日以
前に取得等したものは従前のとおりとされる。

「中小企業者の機械等（新品）の特別償却又は税額控除
（措置法１０条の３）」
　取得価額１２０万円以上（消費税込）の一定のコンピュー
タ等（一定のソフトウエアは７０万円以上）を取得し事業
に使用した場合には、普通償却費とは別に取得価額の
３０％の特別償却か取得価額の７％の税額控除のいずれか
選択適用することができる。
　平成２０年４月１日以後に締結した所有権移転外リース
契約については、リース料総額が上記要件を満たせば、
税額控除の適用を受けることができる。ただし、特別償
却制度の適用は受けることができない。

「教育訓練費の税額控除（措置法１０条の４第６項）」
　平成２１年から平成２３年の各年に従業員に対する教育訓
練費を支出した場合で、
　教育訓練費（注）の割合が０．１５％以上であるときは、教育
訓練費の額の１２％（教育訓練費割合が０．２５％未満には一
定の率）の税額控除を受けることができる。
 （注）教育訓練費割合＝教育訓練費÷（給与＋法定福利
費＋教育訓練費）

２．消費税

　平成２１年分の課税売上（検診や予防接種、自費診療等）
（注）が１,０００万円超の事業者は、平成２３年分の消費税課税
事業者となる。
　平成２３年分から新たに課税事業者になられた方で、簡
易課税制度を選択した場合には、簡易課税制度を２年間
継続する必要がある。
　平成２４年分の消費税申告分から「本則課税」から「簡
易課税」に変更する場合や「簡易課税」から「本則課税」
に変更する場合には、その可否を検討し、平成２３年１２月
３１日までに税務署に所定の届出書を提出する必要があ
る。
　（注）事業資産の譲渡や他の事業、不動産収入（地代
収入、居住用の賃貸収入は除く）なども自費診療等に合
算するので注意が必要である。
　（注）免税事業者の判定（平成２３年消費税法改正）
　改正前は、基準期間（前々年）の課税売上が１,０００万円
以下の者が免税事業者とされていた。
　改正後は、基準期間（前々年）の課税売上が１,０００万円
以下、前年の１月から６月まで（特定期間）の課税売上
が１,０００万円以下（売上に代えてその期間の給与支給額で
もよい）のいずれにも該当する者が免税事業者となる。
なお、この改正は平成２５年分から適用される。
　したがって、平成２４年分の免税事業者の判定は、平成
２２年分の課税売上で行われる。

税理士　橋本 清治

年末調整と決算対策のポイン年末調整と決算対策のポイントト

 年末調整とは

　給与の支払者は、毎月の給与や賞与を支払う際に所定
の「源泉徴収税額表」によって所得税を源泉徴収しなけ
ればならない。その源泉徴収した税額の年間合計額は、
給与を受け取った人の年間給与総額に対する所得税額
（年税額）と一致しないのが通常である。
　その主な理由は、①源泉徴収税額表が年間を通して毎
月の給与の額に変動がないものとして作られており、実
際には年の中途で給与の額が改定されている場合がある
こと。②年の中途で扶養親族等に異動があっても、異動
後の支払い分から源泉徴収税額を修正するだけで、さか
のぼって各月の源泉徴収税額が修正されないこと。③配
偶者特別控除や生命保険料・地震保険料の控除など年末
調整の際に控除されるものがあることなどがあげられ
る。
　この不一致を精算するために、年間の給与総額が確定
する年末にその年の所得税額（年税額）を正しく計算し、
これまでに徴収した税額との差額を徴収または還付する
ことが必要となる。この精算手続を「年末調整」と呼ん
でいる。

 年末調整の事務手続き

　①　源泉徴収簿に記載した毎月の給与や賞与の支払
額、給与・賞与から控除した社会保険料（雇用保険など）、
源泉徴収した税額の年間合計額を計算する。年の中途で
採用した従業員の場合には、前職（１月から退職月まで）
の源泉徴収票に記載された給与等の金額を合算する。
　②　①で集計した年間の給与の総額から「給与所得控
除後の給与等の額」を求め、「所得控除」の合計額を差
引し、「課税所得金額」を算出する。「課税所得金額」に
税率を乗じて税額を求め、住宅借入金等特別控除を控除
して年税額を算出する。
　③　②で求めた年税額と従業員から源泉徴収した年間
の税額との差額を本人還付（不足の場合は徴収）する。
　④　従業員から源泉徴収した税額（未納付分）に年末
調整の過不足税額の合計額を加えて、翌年の１月１０日
（特例が提出されている場合は２０日）までに納付しなけれ
ばならない。

 年末調整事務の留意点

①　扶養控除等申告書について
　「平成２３年分扶養控除等申告書」の提出がない場合（乙
欄適用）には、年末調整することはできない。正社員・
パート・アルバイトを問わず「扶養控除等申告書」を受
理する必要がある。平成２３年中に扶養親族等の異動が
あった場合には「扶養控除等申告書」に変更の内容を記
入しなければならない。
　平成２２年度税法改正により、平成２３年分から扶養控除
の対象を１６歳以上の扶養親族とされた。１６歳未満の扶養
親族（年少扶養親族）については、扶養控除を受けるこ
とはできないが、住民税に関する事項の欄には、記入す
る必要がある。
　１９歳以上２３歳未満の扶養親族（改正前１６歳以上２３歳未
満）については、特定扶養親族の欄に○を付ける（扶養
控除の額６３万円）。
　居住者の控除対象配偶者又は扶養親族が同居特別障害
者である場合には、年少扶養親族の扶養控除の廃止に伴
い、同居障害者に対する障害者控除の額を１人につき７５
万円（改正前は配偶者控除又は扶養控除に３５万円を加算）
とされた。
②　国民年金保険料・国民年金基金掛金について
　国民年金保険料及び国民年金基金の掛金について社会
保険料控除の適用を受ける場合には、「保険料控除申告
書」に支払額を記入するとともに証明書を添付しなけれ
ばならない。
③　後期高齢者医療制度の保険料について
　従業員が生計を一にする親族の後期高齢者医療制度の

保険料を口座振替等により支払った場合には、社会保険
料控除の適用を受けることができる。なお、後期高齢者
医療制度の保険料が年金から天引きされている場合に
は、年金受給者が社会保険料控除の適用を受けることに
なる。
④　地震保険料控除について
　地震保険料を支払った場合には地震保険料控除の適用
を受けることができる（最高５万円）。経過措置として、
平成１８年１２月３１日までに締結した長期損害保険契約（保
険期間１０年超、満期返戻金有、平成１９年１月１日以降契
約内容を変更していないもの）については、従来と同様
に控除を受けることができる（最高１万５千円）。
　地震保険料と長期損害保険料の両方ある場合には、控
除額は合わせて最高５万円。
⑤　個人の府民税及び市民税の住宅借入金等特別税額控
除制度について

　住宅借入金等特別控除の適用がある者（平成１１年から
平成１８年までの間に入居した者又は平成２１年から平成２５
年の間に入居する者に限る）について、所得税の額から
税額控除することができない住宅借入金等特別控除の額
がある場合には一定額を住民税の額から控除される。
　適用を受ける際には、源泉徴収票の摘要欄に「居住開
始年月日」、「住宅借入金等特別控除可能額」を記入する
必要がある。

 決算対策と消費税（１,０００万円超個人事業者）

　決算対策と消費税の留意点は次のとおりである。

１．決　算

　所得金額は、収入金額から必要経費を差引し算出され
るため、本年分の収入金額になるものや未払経費・減価
償却費など本年分の必要経費になるものを計上する必要
がある。この手続きを「決算整理」という。

（１） 収入金額
　年内に保険診療・検診・予防接種等を行ったもので、
年末までに入金していないものは、未収入金に計上し収
入金額に計上する必要がある。

（２） 必要経費
①　薬品等の棚卸
　医薬品や診療材料等は、収入の原価として実際に使用
したものが必要経費となる。
　たな卸の金額は、年末に残っている薬品等の数量（実
際に調べる）にその年の最終の仕入単価（納入価）を乗
じて計算する（消費税分はプラスする）。
②　少額減価償却資産の必要経費算入
　青色申告者が１個・１組３０万円未満（消費税込）の器
具備品等を取得し事業に使用した場合には、取得価額の
合計額が３００万円に達するまでの金額（平成２３年１月１日
以降に開業された方は取得価額の合計額３００万円を按分
計算）を取得した年の必要経費にすることができる。確
定申告書に取得価額に関する明細書を添付する必要があ
る。
③　減価償却制度について
　減価償却資産（建物・医療機械など）について平成１９
年４月１日以後に取得したものと平成１９年３月３１日以前
に取得したものに区分し、それぞれの償却方法で減価償
却し、必要経費に計上する。
　平成１９年３月３１日以前に取得した減価償却資産につい
て償却費の累積額が取得価額の９５％に達している場合に
は、取得価額の５％から１円を控除した額について、５
年間均等償却し、必要経費に計上する。　
　平成２０年４月１日以後締結した所有権移転外リース契
約については、リース資産を売買により取得したものと
されるため、リース料総額（取得価額）をリース期間定
額法により減価償却し、必要経費に計上する。
④　特別償却の必要経費算入等
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学
岳

較
較
較
較
較

貴
方
な
ら
ど
う
し
ま
す
？

 榎
榎
 （
若
い
） 女
性
患
者
の
対
応
法

　
医
師
が
患
者
さ
ん
の
現
在
の

状
態
を
尋
ね
る
の
は
当
然
の
態

度
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
時
と
し

て
そ
の
当
然
の
態
度
を
と
る
こ

と
に
躊
躇
い
を
お
感
じ
の
医
師

も
中
に
は
お
ら
れ
る
よ
う
で

す
。
　
医
師
は
学
生
時
代
か
ら
「
女

性
を
診
れ
ば
先
ず
妊
娠
を
疑

え
」
と
教
育
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
実
際
に
女
子
中

学
生
や
高
校
生
が
来
院
し
た
場

合
、
女
医
さ
ん
は
別
と
し
て

も
、
男
性
医
師
の
場
合
は
初
診

時
に
「
貴
女
は
妊
娠
し
て
い
る

可
能
性
は
な
い
で
す
か
？
　
生

理
は
い
つ
来
ま
し
た
か
？
」
と

尋
ね
て
、
若
い
患
者
さ
ん
達
に

が
悪
い
と
、
京
都
府
保
険
医
協

会
に
相
談
が
来
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
当
時
、
患
者
さ

ん
に
悪
戯
を
し
た
医
師
の
犯
罪

が
新
聞
紙
面
等
で
報
道
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
相

談
も
真
剣
そ
の
も
の
で
し
た
。

　
女
子
中
高
生
の
場
合
に
は
、

不
愉
快
そ
う
な
顔
を
さ
れ
た
経

験
を
持
つ
方
も
お
ら
れ
る
か
と

思
い
ま
す
。
実
際
に
「
セ
ク
ハ

ラ
」
と
勘
違
い
さ
れ
た
ら
都
合

し
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
患
者
さ
ん
が
既
婚
・
未

婚
に
限
り
ま
せ
ん
。

　
医
師
と
し
て
も
レ
ン
ト
ゲ
ン

に
よ
る
胎
児
へ
の
悪
影
響
は

「
恐
ら
く
あ
り
ま
せ
ん
」と
助
言

で
き
た
と
し
て
も
、「
１
０
０

％
な
い
」
と
客
観
的
に
も
断
言

精
神
面
を
別
と
す
れ
ば
、
医
事

紛
争
に
直
結
す
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
以

上
の
年
齢
の
女
性
患
者
で
妊
娠

を
確
認
し
な
か
っ
た
ば
か
り

に
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
り
、
後

で
胎
児
へ
の
影
響
が
怖
く
な
っ

て
堕
胎
、
そ
の
慰
謝
料
を
請
求

ト
ゲ
ン
以
外
の
要
因
の
方
が
高

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
実
際

の
と
こ
ろ
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
院
内
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
に
「
妊

娠
の
可
能
性
の
あ
る
方
は
お
知

ら
せ
下
さ
い
」
と
注
意
書
き
が

あ
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
十
分

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
患
者
さ
ん

で
き
な
い
た
め
、
患
者
さ
ん
に

巧
く
説
明
で
き
な
い
こ
と
も
あ

る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
仮
に
赤

ち
ゃ
ん
が
何
ら
か
の
障
害
を

も
っ
て
産
ま
れ
た
場
合
に
、
患

者
さ
ん
側
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
以
外

の
要
因
を
考
え
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
。
確
率
的
に
は
レ
ン

に
直
接
尋
ね
に
く
い
場
合
は
、

少
な
く
と
も
人
間
関
係
が
構
築

さ
れ
る
前
の
初
診
時
に
は
、
妊

娠
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
っ
て
お
く
こ
と
を
方
法
の
一

つ
と
し
て
お
勧
め
し
ま
す
。
こ

れ
は
妊
娠
の
有
無
だ
け
を
尋
ね

る
も
の
で
は
な
く
、
幾
つ
か
の

質
問
項
目
の
一
部
に
加
え
、
か

つ
患
者
さ
ん
全
員
を
対
象
と
す

れ
ば
不
自
然
さ
も
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
が
如
何
で
し
ょ
う
か
？

何
か
の
際
に
は
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
は
証
拠
と
な
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
毎
回
ア
ン
ケ
ー
ト
が
と

れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
か
ら
、

後
は
そ
の
よ
う
な
質
問
で
も
で

き
る
医
師
と
患
者
さ
ん
の
人
間

関
係
如
何
に
よ
る
と
思
い
ま

す
。
　
次
回
は
、
癌
の
告
知
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

　
特
養
入
所
者
へ
の
投
薬
に
つ

い
て
　
Ｑ
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
入
所
中
の
患
者
の
家
族
が
来

院
し
、「（
内
科
の
）
慢
性
疾
患

の
い
つ
も
の
薬
を
下
さ
い
」
と

依
頼
さ
れ
た
。
家
族
再
診
扱
い

で
投
薬
し
て
良
い
か
。

　
Ａ
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

入
所
者
の
医
療
は
、
配
置
医
師

が
施
設
内
で
の
「
か
か
り
つ
け

医
」
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
配
置
医
師
以
外
の
医
師
は

「
み
だ
り
に
診
療
を
行
っ
て
は

な
ら
な
い
」
と
通
知
さ
れ
て
い

ま
す
。
配
置
医
師
で
な
い
場
合

は
、
①
緊
急
の
場
合
、
②
患
者

の
傷
病
が
配
置
医
師
の
専
門
外

な
の
で
特
に
診
療
を
必
要
と
す

る
場
合
、
と
通
知
さ
れ
て
い
ま

す
。
以
上
を
踏
ま
え
ま
す
と
、

家
族
再
診
扱
い
で
投
薬
す
る
こ

と
は
認
め
ら
れ
な
い
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
原
則
を
ご
家
族
に

説
明
し
た
上
で
、
当
該
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
配
置
医
師
に

連
絡
し
て
、
配
置
医
師
の
診
療

のの
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生
活
保
護
の
受
給
者
が
今
年
７

月
の
速
報
値
で
２
０
５
万
人
を
超

え
、
１
９
５
０
年
に
現
行
の
生
活

保
護
法
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
最

多
に
な
っ
た
。

　
だ
が
、
こ
の
数
自
体
は
大
し
た

こ
と
は
な
い
、
と
最
初
に
強
調
し

た
い
。
人
口
比
で
見
た
保
護
率
は

１
・
６
％
で
、
過
去
最
多
だ
っ
た

　
年
の
２
・
４
％
よ
り
低
い
。

５１　
他
の
先
進
諸
国
の
公
的
扶
助
の

受
給
率
は
も
っ
と
高
い
。
国
ご
と

に
制
度
が
違
う
の
で
単
純
に
は
比

較
し
に
く
い
も
の
の
、
日
弁
連
に

よ
る
と
ド
イ
ツ
９
・
７
％
（
　
年
０９

末
）、英
国
９
・
３
％（
　
年
８
月
）、

１０

フ
ラ
ン
ス
５
・
７
％（
　
年
９
月
）。

１０

厚
労
省
の
海
外
情
勢
報
告
を
見
る

と
米
国
や
韓
国
も
、
日
本
よ
り
は

る
か
に
受
給
率
は
高
い
。

　
日
本
は
貧
困
が
少
な
い
わ
け
で

は
な
い
。
相
対
的
貧
困
率
は
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
加

盟
国
の
中
で
メ
キ
シ
コ
、
ト
ル

コ
、
米
国
に
次
い
で
４
番
目
に
高

い
（
厚
生
労
働
白
書
　
年
版
）。

１０

　
一
方
、貧
困
の
捕
捉
率（
保
護
基

準
以
下
で
暮
ら
す
世
帯
の
う
ち
、

ど
れ
だ
け
保
護
を
受
け
て
い
る
か
）

は
、所
得
の
み
で
見
る
と
　
％
、資

１５

産
を
考
慮
し
て
も
　
％
に
と
ど
ま

３２

る
（
　
年
の
国
民
生
活
基
礎
調
査

０７

を
も
と
に
し
た
厚
労
省
の
推
計
）。

　
こ
う
し
た
指
標
か
ら
考
え
る

と
、
生
活
保
護
は
も
っ
と
利
用
さ

れ
て
よ
い
。
申
請
の
際
の
資
産
要

件
の
厳
し
さ
（
現
金
・
預
貯
金
が

保
護
基
準
の
１
カ
月
分
未
満
）、

広
範
囲
に
行
わ
れ
る
扶
養
意
思
の

照
会
、
恥
の
意
識
な
ど
に
よ
っ

て
、「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度

の
生
活
」
よ
り
低
い
水
準
で
暮
ら

す
人
が
多
い
こ
と
こ
そ
問
題
だ
。

　
と
は
い
え
、　
年
代
後
半
か
ら

９０

続
い
て
い
る
生
活
保
護
の
増
加

は
、
好
ま
し
い
状
況
で
は
な
い
。

そ
れ
だ
け
貧
困
層
が
増
え
続
け
て

い
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
だ
。

　
増
加
の
主
因
は
、
は
っ
き
り
し

て
い
る
。
①
低
年
金
・
無
年
金
で

資
産
も
な
い
高
齢
者
の
増
加
②
長

期
失
業
者
・
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の

増
加
、
で
あ
る
。

　
　
年
以
降
、
日
本
の
経
済
規
模

９５
を
示
す
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）

は
、
名
目
で
横
ば
い
、
物
価
水
準

を
考
慮
し
た
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
微

増
。
成
長
は
し
て
い
な
い
が
、
マ

イ
ナ
ス
で
は
な
い
。

　
そ
れ
で
も
貧
困
層
が
増
え
続
け

た
の
は
、
富
の
偏
在
が
進
ん
だ
か

ら
だ
。
非
正
規
雇
用
の
拡
大
、
賃

金
の
切
り
下
げ
、
医
療
費
や
保
険

料
な
ど
の
負
担
増
の
一
方
で
、
法

人
と
富
裕
層
へ
の
課
税
は
大
幅
に

緩
め
ら
れ
た
。

　
そ
の
う
え
社
会
保
険
や
社
会
手

当
の
不
備
が
大
き
け
れ
ば
、
最
後

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る

生
活
保
護
が
増
え
る
の
は
当
然

だ
。
社
会
経
済
政
策
の
結
果
を
、

社
会
で
受
け
止
め
て
い
る
だ
け
の

こ
と
で
あ
る
。

　
根
本
対
策
は
明
ら
か
で
は
な
い

か
。
格
差
を
広
げ
た
労
働
・
社
会
・

経
済
政
策
を
改
め
、
年
金
や
失
業

給
付
な
ど
、
生
活
保
護
の
手
前
で

受
け
止
め
る
制
度
の
拡
充
と
、
富

の
再
配
分
に
シ
フ
ト
し
な
い
と
い

け
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
　
月
　
日
に
行
わ
れ

１１

２３

た
行
政
刷
新
会
議
の
事
業
仕
分
け

で
は
、
年
金
に
比
べ
て
高
い
と
し

て
生
活
保
護
基
準
の
切
り
下
げ
の

検
討
を
求
め
、
医
療
扶
助
に
つ
い

て
も
自
己
負
担
（
償
還
払
い
）
の

導
入
の
検
討
ま
で
打
ち
出
し
た
。

　
制
度
利
用
者
の
声
も
専
門
家
の

意
見
も
聞
か
ず
、
わ
ず
か
２
時
間

ほ
ど
の
素
人
談
議
で
大
事
な
方
向

性
を
決
め
て
し
ま
う
粗
雑
さ
。
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
主
義
の
乱
暴
な
政

治
に
驚
く
。

　
医
療
扶
助
の
自
己
負
担
が
ど
ん

な
事
態
を
招
く
か
、
火
を
見
る
よ

り
明
ら
か
だ
。
受
給
者
の
自
立
支

援
に
し
て
も
、
公
的
雇
用
の
提
供

な
ど
、
真
剣
に
考
え
る
べ
き
こ
と

は
ほ
か
に
あ
る
。

生
活
保
護
の
急
増
は
、社
会
経
済
政
策
の
結
果
だ

読売新聞大阪本社編集委員　原　昌平

科
目
に
よ
り
診
療
で
き
る
疾
患

で
あ
れ
ば
、
任
せ
て
し
ま
う
べ

き
で
し
ょ
う
。

　
協
会
の
制
度
融
資（
開
業
医
・

病
院
・
勤
務
医
融
資
）
新
規
借

入
分
の
利
率
に
つ
い
て
は
、
毎

年
２
回
、
６
月
１
日
と
　
月
１

１２

日
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
新
利
率
は
、　
年
　
月
～

１１

１２

　
年
５
月
度
金
融
共
済
委
員
会

１２で
承
認
さ
れ
た
新
規
案
件
に
適

用
し
ま
す
。

　
ま
た
、
既
借
入
分
の
新
利
率

の
適
用
期
間
は
、
２
０
１
２
年

１
月
～
　
月
ま
で
の
向
こ
う
１

１２

年
間
で
、
来
年
度
も
変
わ
ら
ず

今
年
度
と
同
利
率
で
ご
利
用
い

た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
自
由
ロ
ー
ン
は
長

期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
の
変
動
の

都
度
、
随
時
変
わ
り
ま
す
。

　
融
資
ご
利
用
に
関
し
て
は
、

協
会
経
営
部
会
ま
で
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

京都府保険医協会融資斡旋利率表
 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 ２０１１年１２月～２０１２年５月委員会決定分

利　率
（年％）

返済期間
（カ年）

限度額
（万円）制度名種別

0.602013,000設 備 資 金
開
業
医
融
資

0.6051,000長 期 運 転 資 金
0.6031,000中 期 運 転 資 金
0.6011,000短 期 運 転 資 金
0.70103,000子 弟 教 育 資 金
1.102050,000病 院 設 備 資 金病院

融資 0.9033,000病 院 運 転 資 金
0.80206,000新 規 開 業 資 金勤

務
医
融
資

0.90202,000勤 務 医 設 備 資 金
0.70102,000勤務医子弟教育資金
0.603500勤務医生活安定資金

　
河
勝
重
美
（
か
わ
か
つ
し
げ

よ
し
）
氏
は
、
戦
後
間
も
な
く
、

ド
イ
ツ
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
社
の

社
長
と
し
て
約
　
年
間
、
彼
の

５０

地
で
過
ご
し
ま
し
た
。
氏
は
　０９

年
に
帰
国
さ
れ
、
現
在
、
奈
良

に
在
住
し
て
い
ま
す
。
昨
年
８

月
初
旬
、
新
聞
紙
上
で
、
氏
が

英
語
版
ｅ
倆
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
「
原
爆

地
獄
」
を
作
っ
た
こ
と
、
木
津

川
市
で
講
演
会
が
催
さ
れ
る
と

の
記
事
が
目
に
と
ま
り
ま
し

た
。小
生
は
、
同
年
８
月
末
に
、

ス
イ
ス
に
渡
り
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ

（
核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議
）

国
際
会
議
に
参
加
す
る
準
備
を

進
め
て
い
ま
し
た
。
早
速
、
出

掛
け
る
と
、
英
語
版
ｅ
倆
Ｂ
ｏ

ｏ
ｋ
と
ド
イ
ツ
語
版
を
購
入

し
、
渡
欧
の
際
、
携
え
ま
し
た
。

　
河
勝
氏
は
、
役
職
を
終
え
る

と
、　
年
　
月
に
、
当
地
で
、

０８

１０

７
０
枚
）
と
説
明
文
を
引
用
し

て
い
ま
す
。 Projekte-V

erla

          
    g  

社
よ
り
出
版
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
見
本
市
に
出
さ
れ
ま
し

た
。
出
版
に
あ
た
っ
て
、
キ
ー

ル
大
学
の
学
友
か
ら
、「
貴
重
な

資
料
だ
。
採
算
は
問
題
あ
り
ま

せ
ん
。
全
国
の
図
書
館
が
引
き

受
け
入
れ
て
く
れ
ま
す
」
と
励

ま
さ
れ
ま
し
た
。
帰
国
後
、
そ

れ
ら
を
英
訳
し
、　
年
７
月
に

１０

絵
画
で
被
ば
く
者
の
声
を
世
界
に

は
英
語
版
ｅ
倆
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
を
、

今
年
７
月
に
は
、
日
本
語
版

「
ヒ
ロ
シ
マ
原
爆
地
獄
―
ヒ
ロ

シ
マ
の
生
き
証
人
は
語
り
継

ぐ
」
を
完
成
さ
せ
、
８
月
の
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
間
に
合

わ
せ
ま
し
た
。

　
氏
を
決
意
さ
せ
た
も
の
は
何

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
旧
制
中

学
の
同
窓
に
、
後
に
デ
ザ
イ

ナ
ー
や
企
業
人
と
し
て
成
功
し

た
親
友
が
い
ま
し
た
。
平
和
市

長
会
議
の
呼
び
か
け
に
よ
る
被

爆
者
の
声
を
世
界
に
広
め
る
運

動
を
契
機
に
、
河
勝
氏
は
２
人

が
被
爆
者
や
そ
の
家
族
で
あ
る

こ
と
を
知
り
、
ド
イ
ツ
語
訳
に

協
力
す
る
過
程
で
、
被
爆
者
の

絵
や
証
言
の
存
在
を
知
り
ま
し

た
。
こ
の
夏
の
日
本
語
出
版
に

は
、
反
核
京
都
医
師
の
会
出
版

の
『
医
師
た
ち
の
ヒ
ロ
シ
マ
』

（
１
９
９
２
年
）か
ら
随
所
に
引

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
反
核
京
都
医
師
の
会
世
話
人

 

代
表
　
三
宅
 成
恒
）

「An    jenem
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           n  

wie     amTagdana

           c  h  

Zeitungen
ueber

                

das
Inferno

von

                

Hiroshim

        a

 」を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

広
島
平
和
祈
念
資

料
館
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
か
ら
被
爆

者
の
絵
画
（
約
１

「私のすすめる…」本・映画（ＤＶＤ）・音楽（ＣＤ）等、新旧ジャンルを問わず、心に残っ
た作品紹介をご投稿下さい。８００字以内。掲載後、記念品を贈呈します。

『ヒロシマ原爆地獄－
ヒロシマの生き証人は語り描く』
河勝重美編、ヒロシマ｢原爆地獄｣
を世界に弘める会発行、定価１９０５
円＋税、２０１１年７月刊（注文は反
核京都医師の会を通じて）

融
 資

下
半
期
の
利
率
決
ま
る
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金
融
共
済
委
員
会
 

（
　
／
　
）
の
状
況

１１

２４

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
保
険
医
年
金
分
科
会

　
保
険
医
年
金
の
決
算
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

②
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
　
件
、
加
入
　
件
を
審

１１

２３

査
し
全
件
可
決
し
ま
し
た
。

③
融
資
諮
問
分
科
会

　
融
資
斡
旋
４
件
を
決
定
し
ま

し
た
。

　
平
成
　
年
、
今
年
は
雪
が
深

２２

か
っ
た
が
、
１
月
下
旬
某
日
珍

し
く
晴
天
の
日
、
思
い
切
っ
て

古
い
肝
硬
変
の
患
者
だ
っ
た
Ｐ

老
女
に
香
資
を
持
っ
て
い
こ
う

と
思
い
つ
い
た
。
い
つ
も
親
切

に
か
か
わ
っ
て
く
れ
る
家
妻
の

甥
が
、「
何
か
御
用
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
」
と
言
い
、
顔
を
出

し
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
朝

の
新
聞
に
死
亡
広
告
の
入
っ
て

い
た
の
は
１
週
間
ば
か
り
前

だ
っ
た
が
、
ど
う
し
て
も
ふ
ん

ぎ
り
が
つ
か
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
老
女
は
大
正
８
年
生
ま

れ
。
ぼ
く
よ
り
６
歳
年
長
で
あ

る
。
カ
ル
テ
は
ま
だ
残
っ
て
い

て
昭
和
　
年
　
月
５
日
初
診
。

６３

１２

病
名
は
慢
性
Ｃ
型
肝
炎
と
あ

る
。
最
後
の
診
療
は
平
成
　
年
１７

　
月
　
日
だ
か
ら
、
老
女
の
姿

１２

１７

を
見
な
く
な
っ
て
か
ら
、
足
掛

け
５
年
に
な
る
。
ち
な
み
に
ぼ

く
の
医
院
が
長
期
休
診
に
入
っ

た
の
が
、　
年
６
月
　
日（
閉
院

２０

３０

に
は
し
な
く
て
も
よ
か
っ
た
）。

　
老
女
の
住
宅
は
○
○
小
学
校

の
裏
の
方
だ
っ
た
こ
と
は
知
っ

て
い
た
。
一
度
だ
け
往
診
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
と
思
う
が
さ
だ

か
で
は
な
い
。
建
て
売
り
の
住

宅
が
密
集
し
、
道
路
は
狭
い
。

こ
こ
ら
と
思
い
車
を
止
め
さ

せ
、
家
外
に
立
っ
て
い
る
女
性

に
聞
い
た
。「
あ
あ
、
谷
口
先

生
、
Ｐ
さ
ん
と
こ
は
う
ち
の
裏

側
で
す
よ
」と
教
え
て
く
れ
た
。

当
方
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
相

手
は
ぼ
く
を
知
っ
て
い
て
く
れ

た
。
足
掛
け
　
年
の
開
業
医
生

５８

活
だ
っ
た
か
ら
、
顔
は
売
れ
て

い
た
の
だ
ろ
う
。
車
を
動
か
し

て
も
ら
う
。
本
当
に
ち
ょ
う
ど

Ｐ
さ
ん
宅
と
は
連
な
っ
て
い

た
。
Ｐ
さ
ん
方
の
表
札
を
確
か

め
た
。
ド
ア
を
開
く
と
老
婆
の

娘
さ
ん
と
、
息
子
さ
ん
の
お
嫁

さ
ん
が
現
れ
た
。

「
ま
あ
、
先
生
」

　
ぼ
く
が
持
参
し
た
香
資
を
出

す
と
、
２
人
は
ぜ
ひ
ぜ
ひ
と

言
っ
て
ぼ
く
を
玄
関
の
次
の
間

に
つ
れ
こ
ん
だ
。
お
葬
式
の
後

の
祭
壇
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て

お
り
、
老
女
の
 立
 姿
の
写
真
が

た
ち

飾
ら
れ
て
い
た
。
型
通
り
お
線

香
を
供
え
、
ぼ
く
は
自
然
に
目

頭
が
熱
く
な
り
、
と
う
と
う
涙

が
ほ
と
ば
し
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
ん
な
は
ず
で
は
な
い
と
思
い

つ
つ
話
し
言
葉
は
も
つ
れ
た
。

　
老
女
は
俳
人
だ
っ
た
。
ど
の

結
社
に
属
し
て
お
ら
れ
た
か
は

知
ら
な
か
っ
た
が
、
当
地
方
で

は
か
な
り
有
名
だ
っ
た
。
旧
大

宮
町
の
郷
土
祭
り
の
と
き
、
俳

句
の
選
者
を
し
て
お
ら
れ
た
。

拙
院
で
よ
く
点
滴
注
射
を
し
た

と
き
、
終
了
し
た
ら
で
き
た
句

を
紙
片
に
記
し
、「
で
き
ま
し

た
」
と
言
っ
て
ぼ
く
に
渡
し
て

下
さ
っ
た
。
失
礼
な
が
ら
句
の

内
容
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
通

例
月
に
４
～
５
回
く
ら
い
だ
っ

た
と
思
う
。
病
気
の
方
は
全
く

安
定
し
て
い
た
と
思
う
。
息
子

さ
ん
は
地
方
公
務
員
で
あ
り
、

お
嫁
さ
ん
は
ス
ー
パ
ー
の
パ
ー

ト
を
や
っ
て
い
ら
し
た
。
娘
さ

ん
は
何
も
仕
事
は
し
て
お
い
で

で
な
か
っ
た
か
と
思
う
。

　
ぼ
く
が
涙
を
流
し
て
し
ま
っ

た
あ
と
、
夫
人
が
、

「
肝
臓
が
ん
で
し
た
。
５
年
ば

か
り
の
病
気
で
し
た
」

　
と
、
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
あ
っ

と
思
い
、
ぼ
く
の
最
終
診
療
日

か
ら
足
掛
け
５
年
。
転
医
の
と

き
病
気
は
発
見
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。
ぼ
く
の
涙
は
た
ち
ま
ち

止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
夫
人
は

「
主
人
は
２
階
で
休
ん
で
お
り

ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
り
、
主
人

を
呼
び
出
さ
れ
た
。
主
人
の
表

情
は
硬
か
っ
た
。
思
い
な
し
か

ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
だ
っ
た
。
泣
声

を
家
内
の
甥
に
見
せ
た
く
な

く
、
ぼ
く
は
玄
関
を
出
て
無
造

作
に
車
の
助
手
席
に
座
っ
た
。

ご
夫
妻
が
玄
関
を
出
て
、
ぼ
く

を
見
送
っ
て
下
さ
っ
た
。
主
人

の
表
情
は
や
は
り
親
密
感
が
あ

る
よ
う
に
見
え
な
か
っ
た
。

　
家
に
帰
り
、
ぼ
く
は
ま
た
カ

谷口　謙（北丹） 　  ＜４＞

愚

か

愚

か

なな

ル
テ
を
取
り
出
し
、
意
味
も
な

く
眺
め
て
い
た
。
ぼ
く
が
診
て

い
る
う
ち
に
病
院
に
行
か
れ
、

肝
臓
が
ん
が
発
見
さ
れ
た
の
だ

ろ
う
か
。
か
な
り
長
く
老
人

ホ
ー
ム
に
入
っ
て
い
た
と
夫
人

が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
か
ら
、

そ
の
時
期
に
発
病
が
あ
り
、
発

見
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
や
い
や
、
主
人
は
夜
勤
の
あ

と
、
気
持
ち
よ
く
眠
っ
て
い
た

の
に
、
ぼ
く
が
来
た
と
言
っ
て

夫
人
に
起
こ
さ
れ
不
機
嫌
だ
っ

た
の
に
過
ぎ
な
い
の
だ
っ
た
か

わ
か
ら
な
い
。

　
い
ろ
い
ろ
考
え
て
考
え
て
、

ぼ
く
は
愚
か
な
老
人
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
に
過
ぎ
な
い
。

　「
中
丹
地
域
医
療
再
生
計
画

に
係
る
関
係
者
会
議
」
が
　
月
１１

８
日
に
開
か
れ
、
舞
鶴
市
の
医

療
再
編
に
つ
い
て
公
的
４
病
院

が
機
能
分
担
す
る
修
正
案
で
合

意
し
た
。
会
議
は
京
都
府
と
舞

鶴
市
、
各
病
院
の
運
営
母
体
、

府
立
医
大
の
６
者
が
出
席
。
２

０
０
４
年
に
舞
鶴
市
民
病
院
の

内
科
医
が
集
団
退
職
し
て
医
師

不
足
が
顕
在
化
し
て
以
来
、
紆

余
曲
折
を
経
た
再
編
論
議
は
関

係
者
の
一
致
を
み
た
。
今
後
は

府
が
国
に
修
正
案
を
示
し
交
付

金
　
億
円
の
活
用
変
更

２５
の
承
認
を
求
め
る
。
こ

の
日
示
さ
れ
た
案
の
主

な
内
容
は
以
下
。

　
○
４
公
的
病
院
に
よ

る
機
能
分
担
と
連
携
を

推
進
。
医
療
セ
ン
タ
ー

は
脳
疾
患
、
共
済
病
院

は
循
環
器
疾
患
、
赤
十

字
病
院
は
リ
ハ
ビ
リ
と

被
ば
く
医
療
、
市
民
病

院
は
療
養
を
担
う
。

　
○
府
内
６
医
療
圏
で

最
多
の
人
口
　
万
人
当

１０

た
り
病
床
数
を
府
全
域

の
平
均
レ
ベ
ル
に
近
づ

け
る
。
１
９
７
床
の
削

減
案
（
上
表
）。

　
○
東
西
の
医
療
バ
ラ

ン
ス
か
ら
、
市
民
病
院

を
療
養
病
院
と
し
て
西

地
区
に
移
転
。

　
○
舞
鶴
医
療
セ
ン

タ
ー
内
に
、「
こ
ど
も
療

育
セ
ン
タ
ー
」を
移
転
、

ま
た「
休
日
診
療
所
」を

新
設
し
て
小
児
医
療
、

救
急
体
制
を
充
実
・
強
化
。

　
○
舞
鶴
市
主
体
の「
舞
鶴
地

域
医
療
連
携
機
構（
仮
称
）」を

設
置
し
、医
師
会
や
公
的
病
院

等
が
参
画
し
、連
携
強
化
。病
院

間
の
連
携
強
化
事
業
、救
急
医

療
体
制
の
強
化
、医
師
確
保
対

策
事
業
な
ど
全
体
と
し
て
有
機

的
に
機
能
す
る
体
制
を
構
築
。

　
○
福
知
山
・
綾
部
の
救
急
医

療
を
中
心
と
す
る
機
能
充
実
を

図
り
中
丹
医
療
圏
全
体
の
強
化

を
は
か
る
。

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加

　
　
月
　
日
、東
京
・
日
比
谷
野

１１

２０

外
音
楽
堂
で
震
災
復
興
・
医
療

再
生
を
求
め
て「
ド
ク
タ
ー
ズ
・

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
２
０

１
１
」が
開
催
さ
れ
、全
国
か
ら

医
師
・
歯
科
医
師
約
８
０
０
人

を
含
む
約
２
５
０
０
人
が
集
結

し
た
。主
催
は
ド
ク
タ
ー
ズ
・
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１

１
実
行
委
員
会
。

　
集
会
で
は
、同
実
行
委
員
会

事
務
局
長
で
全
国
医
師
ユ
ニ
オ

ン
代
表
の
植
山
直
人
氏
が
「
本

日
の
集
会
を
医
療
再
生
の
歴
史

的
一
歩
と
し
た
い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
岩
手
・
宮
城
・
福
島

か
ら
被
災
地
の
現
状
を
報
告
。

将
来
に
向
け
た
取
り
組
み
が
始

ま
る
一
方
で
、
引
き
続
き
全
国

か
ら
の
支
援
を
求
め
た
。
各
地

の
地
域
医
療
の
実
情
に
つ
い
て

も
発
言
が
続
き
、
医
療
再
生
こ

そ
が
地
域
再
生
に
つ
な
が
る
こ

と
を
印
象
付
け
た
。

　
済
生
会
栗
橋
病
院
院
長
補
佐

で
同
実
行
委
員
会
世
話
人
の
本

田
宏
氏
は
、「
自
分
た
ち
だ
け

が
幸
せ
に
な
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
医
療
従
事
者
が
国
民
の
幸

福
と
は
何
か
を
考
え
て
行
動
し

よ
う
」
と
挨
拶
し
集
会
を
締
め

く
く
っ
た
。

　
集
会
後
は
、
参
加
者
に
よ
る

ド
ク
タ
ー
ズ
ウ
ォ
ー
ク
を
実

施
。
銀
座
の
ま
ち
を
白
衣
姿
の

医
師
・
歯
科
医
師
を
先
頭
に
参

加
者
全
員
で
行
進
。「
ス
ト
ッ

プ
・
ザ
・
医
療
崩
壊
」「
震
災
復

興
・
医
療
再
生
」
の
「
の
ぼ
り
」

や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
求
を
掲
げ

た
プ
ラ
カ
ー
ド
・
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
、
銀
ブ
ラ
を
楽
し
む

多
く
の
市
民
に
「
医
療
再
生
」

の
思
い
を
訴
え
た
。

因
姻

鰯
鰯

　
フ
ォ
ー
レ
作
曲
の
「
レ
ク
ィ

エ
ム
」
を
聞
く
。
心
和
む
静
ひ

つ
の
一
時
で
あ
る
。
し
か
し
、

妻
曰
く
「
い
び
き
が
う
る
さ

か
っ
た
わ
！
」
と
夜
間
は
安
息

に
ほ
ど
遠
い
状
況
で
あ
る
。

　
最
近
、
右
拇
指
の
先
端
が
し

び
れ
、
レ
線
撮
影
で
右
Ｃ
５
／

６
椎
間
孔
の
狭
小
も
見
え
、
牽

引
療
法
で
改
善
し
、
神
経
根
症

か
と
ま
だ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
も
撮
っ
て
い

な
い
。
胃
下
垂
の
た
め
腹
臥
位

で
の
睡
眠
が
多
か
っ
た
が
、
頸

椎
の
後
屈
回
避
に
枕
を
高
め
に

背
臥
位
を
と
る
た
め
舌
根
沈
下

を
き
た
し
て
オ
ル
ガ
ン
吹
奏
と

な
る
。
歩
行
中
な
ど
、
痺
れ
が

拡
大
す
る
と
、
２
本
の
ス
テ
ッ

キ
を
左
手
に
集
め
右
手
で
下
顎

を
支
え
て
回
復
を
待
つ
。

　
ま
た
、
知
り
合
い
か
ら
セ
カ

ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
求
め
ら
れ

た
が
、
診
れ
ば
頸
髄
症
で
大
学

の
専
門
医
を
紹
介
し
て
無
事
後

方
除
圧
術
を
終
え
た
。
親
の
死

に
目
に
会
え
ず
と
も
、
手
術
延

期
で
悪
化
す
れ
ば
後
悔
か
ら
家

族
間
紛
争
の
も
と
に
な
る
、
予

定
日
に
受
け
る
方
が
よ
い
と
比

較
衡
量
の
う
え
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。
　
日
本
医
療
安
全
調
査
機
構
か

ら
、
平
成
　
年
度
に
評
価
が
終

２２

了
し
公
開
の
同
意
が
あ
っ
た
事

例
の
報
告
書
概
要
版
で
、
頸
椎

術
後
に
死
亡
し
た
　
歳
代
女
性

６０

の
事
例
が
あ
る
。
関
節
リ
ウ
マ

チ
で
ス
テ
ロ
イ
ド
投
薬
中
で
あ

り
、
既
往
歴
に
高
血
圧
、
糖
尿

病
、
高
脂
血
症
、
肥
満
、
高
尿

酸
血
症
が
あ
り
、
２
年
前
に
腰

部
脊
柱
管
狭
窄
症
の
手
術
を
受

け
て
い
た
。
今
回
、
頸
椎
椎
弓

形
成
術
を
受
け
、
術
後
３
日
目

頃
よ
り
下
痢
が
み
ら
れ
、
５
日

目
に
は
頻
回
と
な
り
、
６
日
目

　
時
頃
に
　
℃
台
の
発
熱
、　

１３

３８

１５

時
頃
に
呼
吸
困
難
感
を
訴
え
、

　
時
　
分
急
変
、
救
急
措
置
の

１６

２８

う
え
　
時
　
分
死
亡
確
認
さ
れ

１７

４３

た
。
解
剖
所
見
で
は
、
手
術
局

所
に
著
変
な
く
、
副
腎
が
半
量

に
萎
縮
し
、
血
液
髄
液
培
養
で

大
腸
菌
な
ど
が
検
出
さ
れ
、
敗

血
症
が
死
因
で
あ
っ
た
。
Ａ
Ｓ

Ａ
リ
ス
ク
評
価
は
２
（
軽
度
～

中
程
度
の
系
統
的
な
障
害
）で
、

術
前
・
術
後
の
診
療
に
特
段
の

落
ち
度
は
な
い
も
の
の
、「
こ

ん
な
結
果
に
な
る
と
予
め
わ

か
っ
て
お
れ
ば
、
そ
ん
な
併
発

症
の
危
険
な
手
術
は
今
回
受
け

さ
せ
な
か
っ
た
の
に
！
」
と
遺

族
に
再
び
悔
い
を
生
じ
て
争
い

と
な
る
危
険
も
皆
無
で
は
な

い
。　
人
の
各
派
委
員
で
公
正

１５

に
協
議
さ
れ
て
お
り
、
全
て
の

併
発
症
死
亡
事
例
に
解
剖
は
じ

め
こ
れ
程
に
検
討
さ
れ
れ
ば
原

因
も
帰
責
も
明
瞭
に
な
っ
て
無

駄
な
争
い
は
生
じ
る
ま
い
が
、

予
算
も
あ
り
限
定
的
で
あ
る
。

　
明
日
は
我
が
身
の
還
暦
を
過

ご
し
、
夕
食
後
は
眠
く
、
坐
骨

神
経
痛
や
ら
頸
椎
症
も
始
ま

り
、
体
力
・
脳
力
の
低
下
を
意

識
す
る
。「
自
分
も
あ
ち
こ
ち

壊
れ
て
そ
の
内
あ
の
世
か
」
と

の
思
い
を
新
た
に
、
な
ら
ば
ま

だ
ま
だ
元
気
な
内
に
、
や
り
残

し
た
勉
強
・
執
筆
や
ら
文
芸
鑑

賞
や
ら
世
界
旅
行
な
ど
、
大
い

に
励
ま
ね
ば
な
る
ま
い
。
後
者

は
政
変
の
な
い
平
和
な
時
が
重

要
で
、
辛
く
も
１
年
前
の
年
末

年
始
、
カ
イ
ロ
国
立
博
物
館

に
、
子
孫
ら
に
３
千
年
の
安
眠

を
妨
げ
ら
れ
た
ラ
ム
セ
ス
２
世

は
じ
め
エ
ジ
プ
ト
王
族
の
ミ
イ

ラ
か
ら
、「
永
遠
の
生
命
を
！

永
遠
の
安
息
を
！
」
と
嘆
き
の

歌
が
聞
こ
え
て
い
た
。

 
（
宇
治
久
世
・
宇
田
 憲
司
）

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

主
よ
、我
ら
に
永
遠
の
安
息
を
！

ドクターズ・デモンストレーション

２５００人が医療再生等訴え

４公的病院の機能分担と連携で

舞鶴の医療再編案が合意

当日資料より作成

計療養一般病　院

現
　
状

３３９３３９医療センター
１９８４８１５０市民病院
３２０３２０共済病院
１９８４８１５０舞鶴日赤
１０５５９６９５９合　計

６０６０こども療養
１１１５９６１０１９合　計

計療養回復一般病　院

計
画
案

▲５９２８０２８０医療センター

東
▲３０３０３０こども療養

（休日診）
▲１０３１０３１０共済病院
±０１９８４８１５０舞鶴日赤

西
▲９８１００１００市民病院

▲１９７９１８１００４８７７０合　計

　　　　　　舞鶴市域における病床数（案）
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